
53№
平成30年４月15日発行

タラはえ縄、イカ釣り漁船・第五十三海昌丸
に立つ、漁業３年目の息子・龍星さん（左）
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■ 

漁
師
を
選
ん
だ
き
っ
か
け

皀（
海
）　
「
人
が
足
り
な
い
」と
親
が

常
々
話
し
て
い
た
の
で
、
親
が
元
気

な
う
ち
に
漁
業
を
学
ん
で
役
に
立
ち

た
い
と
思
い
、
高
校
を
卒
業
し
て
す

ぐ
に
漁
師
に
な
り
ま
し
た
。

皀（
陸
）　

大
作
根
定
置
の
11
人
中
半

数
以
上
が
親
族
。
父
と
祖
父
、
祖
父

の
兄
弟
な
ど
家
族
ぐ
る
み
の
船
で
す
。

久
慈
高
校
だ
っ
た
の
で
進
学
し
た

か
っ
た
け
ど
、
兄
の
海
維
と
一
緒
に

家
業
を
継
ぐ
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

林　

父
と
二
人
で
船
に
乗
っ
て
い
ま

す
。
父
が
漁
師
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
小
さ
い
頃
か
ら
船
が
大
好
き
で
、

自
分
も
早
く
や
り
た
く
て
、
中
学
を

卒
業
し
て
漁
師
に
な
り
ま
し
た
。
今

で
は
仕
事
も
慣
れ
て
き
て
楽
し
い
し
、

船
の
操
縦
も
手
伝
っ
て
い
ま
す
。

林
崎　

以
前
の
仕
事
が
う
ま
く
い
か

な
い
時
に
定
置
組
合
に
い
た
友
人
か

ら
乗
組
員
募
集
の
話
を
聞
い
て
、
船

に
乗
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
。
最
初
は
船
酔
い
で
大
変
で
し
た

が
、
今
で
は
網
作
業
な
ど
も
手
伝
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

下
坪　

専
門
学
校
に
通
っ
て
い
た
時
、

父
に
不
幸
が
あ
っ
て
母
一
人
に
な
っ

た
の
で
地
元
に
戻
り
仕
事
を
探
し
ま

し
た
が
、
昔
か
ら
船
乗
り
へ
の
憧
れ

も
あ
っ
て
小
袖
定
置
を
選
び
ま
し
た
。

出
港
は
朝
４
時
。２
時
半
に
起
き
て

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
、
３
時
に
は
番

屋
に
集
ま
り
、
出
港
30
分
前
に
は
船

に
向
か
い
ま
す
。
漁
か
ら
戻
っ
て
８

～
９
時
頃
に
は
仕
事
終
了
。
そ
の
後

は
自
由
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

尾
形　

最
初
は
久
慈
市
漁
協
で
荷
受

若手漁業者

今
回
の
お
相
手
は
、
若
手
漁
業
者
の
皆
さ
ん
。

漁
師
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
や
魅
力
、
仕
事
の

内
容
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。
懇
談
で
い
た
だ

い
た
意
見
や
要
望
は
、
市
の
関
係
機
関
に
情

報
提
供
す
る
ほ
か
、
市
議
会
と
し
て
も
調

査
・
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

け
側
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
が
、

沖
で
稼
ぎ
た
い
、ど
ん
な
仕
事
を
し

て
い
る
の
か
知
り
た
い
、
と
い
う
思

い
が
だ
ん
だ
ん
強
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
ん
な
時
、
小
袖
定
置
で
募
集

し
て
い
る
こ
と
を
聞
い
て
志
願
し
ま

し
た
。
今
の
仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て

や
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
い
で
す
。

■ 

こ
れ
が
漁
師
の
魅
力

林
崎　

網
い
っ
ぱ
い
に
魚
が
入
っ
て

い
た
時
は
う
れ
し
い
で
す
ね
。

皀（
海
）　

漁
獲
量
と
利
益
の
関
係
が

全
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
今

日
は
プ
ラ
ス
何
万
だ
」
と
い
う
話
を

聞
く
う
ち
に
何
と
な
く
分
か
っ
て
き

た
し
、
ボ
ー
ナ
ス
も
あ
る
の
で
大
漁

だ
と
う
れ
し
い
で
す
。
漁
業
は
、
学

校
の
勉
強
と
は
全
く
違
う
分
野
。
新

し
い
知
識
を
学
べ
る
の
は
魅
力
的
だ

人
が
働
き
や
す
い
環
境
を
つ
く
っ
て

あ
げ
た
い
で
す
。

皀（
海
）　

将
来
は
経
営
者
に
な
る
の

で
、
漁
の
こ
と
を
み
ん
な
に
認
知
し

て
も
ら
っ
て
、
若
い
人
が
就
き
や
す

い
仕
事
に
し
た
い
で
す
。

皀（
陸
）　

新
人
が
入
っ
た
ら
、
自
分

か
ら
進
ん
で
教
え
て
あ
げ
ら
れ
る
よ

う
な
漁
師
に
な
り
た
い
で
す
。

尾
形　

先
輩
た
ち
が
引
退
し
て
も
、

次
の
世
代
に
教
え
ら
れ
る
よ
う
に
、

定
置
に
限
ら
ず
、
漁
業
を
も
っ
と
深

く
学
び
た
い
で
す
。

林　

後
継
ぎ
と
し
て
多
く
を
学
び
た

い
。
一
人
前
に
な
っ
た
ら
若
い
人
た

ち
に
教
え
て
あ
げ
た
い
し
、
仲
間
の

漁
師
を
増
や
し
た
い
で
す
。

かだって
かだって×

市民と議員の懇談企画

with

し
、
楽
し
い
で
す
。

林
崎　

だ
い
た
い
の
魚
種
は
覚
え
ま

し
た
が
、
珍
し
い
魚
や
知
ら
な
い
魚

が
取
れ
た
時
は
気
分
が
上
が
り
ま
す
。

網
に
大
き
な
魚
が
入
っ
て
い
た
時
の

驚
き
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
も
漁
業
の

魅
力
や
醍
醐
味
で
す
。

下
坪　

取
っ
た
魚
を
番
屋
で
食
べ
る

の
も
楽
し
み
。
イ
カ
や
タ
ラ
な
ど
い

ろ
い
ろ
、
本
当
に
お
い
し
い
で
す
！

■ 

こ
れ
か
ら
の
漁
業
に
思
う
こ
と

尾
形　

定
置
網
は
動
け
な
い
の
で
、

魚
を
待
つ
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

今
年
の
サ
ケ
は
昨
年
の
７
割
だ
っ
た

の
で
、
こ
の
ま
ま
減
る
の
か
な
と
い

う
不
安
は
あ
り
ま
す
。
サ
ケ
の
稚
魚

を
た
く
さ
ん
放
流
し
て
ほ
し
い
で
す
。

皀（
海
）　

春
に
は
、
サ
ケ
の
稚
魚
を

飼
育
し
て
放
流
す
る
作
業
を
し
ま
す
。

サ
ケ
が
帰
っ
て
く
る
の
が
数
年
後
。

毎
年
、
放
流
を
続
け
て
い
る
か
ら
大

作
根
定
置
の
漁
獲
量
が
安
定
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
今
年
は
全
体
的

に
漁
獲
量
が
減
少
し
、
値
段
が
高
騰

し
ま
し
た
。
今
後
が
心
配
で
す
。

尾
形　

親
世
代
が
「
漁
業
は
安
定
し

な
い
」
と
い
う
考
え
な
の
で
、
そ
れ

を
変
え
な
い
と
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
と
は
、
若
い
人
は
福
利
厚
生
を

重
要
視
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
部
分

も
大
事
だ
し
、
好
き
じ
ゃ
な
い
と
続

け
ら
れ
な
い
の
で
、
見
学
や
体
験
が

あ
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

募
集
を
か
け
て
も
人
が
集
ま
ら
な

か
っ
た
ら
仕
事
が
で
き
な
い
の
で
、

行
政
に
は
何
ら
か
の
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い

し
た
い
で
す
。
そ
う
じ
ゃ
な
い
と
、

や
る
人
は
な
か
な
か
い
ま
せ
ん
。

皀（
陸
）　

小
袖
定
置
や
大
作
根
定
置

の
年
齢
構
成
で
す
が
、
僕
ら
の
上
が

40
代
で
ほ
と
ん
と
が
60
代
以
上
。「
ベ

テ
ラ
ン
が
い
る
う
ち
に
若
い
人
を
育

て
た
い
」
と
親
も
心
配
し
て
い
ま
す
。

■ 

俺
た
ち
の
目
標

下
坪　

早
く
一
人
前
に
な
っ
て
、
こ

れ
か
ら
船
に
乗
る
人
た
ち
に
い
ろ
ん

な
こ
と
を
教
え
て
あ
げ
た
い
で
す
。

林
崎　

仲
間
が
作
業
し
や
す
い
、
新

定置網の秋サケ水揚げ作業。サケの大きさや
オス・メスで選別しています

■今回の参加者の皆さん
（上段左から）
◆林崎亮

りょう

太
た

さん（22歳、大作根定置・４年目）
◆皀

さいかち

 海
か い

維さん（19歳、同上・２年目）
◆�皀

さいかち

 陸
り く

玖さん（19歳、同上・２年目）
（下段左から）
◆林 龍

りゅうせい

星さん　（17歳、海昌丸・３年目）
◆下坪将

しょうだい

大さん��（22歳、小袖定置・３年目）
◆尾形祐

ゆ う

耶
や

さん�（22歳、同上・３年目）

新人が働きやすい環境をつくって
若い漁師仲間を増やしたいです

久慈湾を望む久慈市漁協の展望室で懇談する参加者の皆さん
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　全ての議案名と審議結果は、
久慈市議会ホームページをご覧
いただくか、議会事務局にお問
い合わせください。
＜ホームページアドレス＞
http://www.city.kuji.iwate.jp/gikai/
問  議会事務局　☎52-2188

議案Ｐｉｃｋ ｕｐ

ホームページも
ご覧ください

こんなことが

決まりました

　市長提出議案………39件
　議員提出議案………２件
　請願…………………１件
　報告（その他）……１件

今回の議案等は43件

今号では、この中から３つ
をピックアップして紹介し
ます。

● 第18回定例会議
　�２月８日㈭～３月６日㈫
　（27日間）

「久慈市議会」で

検索してみよう！

２
月
27
・
28
の
両
日
、
予
算
特
別
委
員
会
で
平
成

30
年
度
一
般
会
計
な
ど
の
予
算
を
審
査
し
ま
し
た
。

新
年
度
の
予
算
は
、
３
月
18
日
の
市
長
選
挙
を
考

慮
し
た
骨
格
編
成
。
本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

 Ｐｉｃｋ ｕｐ 1

議案Pick up

■ 特別会計
会計別 歳入歳出予算

土 地 取 得 事 業 特 別 会 計 10 万円
国民健康保険
特 別 会 計

事 業 勘 定 　39 億 9,499 万円
直営診療施設勘定 １億 9,771 万円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 ３億 1,890 万円
魚 市 場 事 業 特 別 会 計 1,831 万円
漁業集落排水事業特別会計 ３億 1,263 万円
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 11 億 2,713 万円

※�資本的収支の不足分４億 7,622 万円は損
益勘定留保資金、消費税調整額で穴埋め

平成30年度の各会計予算

■ 企業会計（水道事業会計）
項目 収　入

収益的収入 ８億9,350 万円
収益的支出 10億 7,245 万円
資本的収入 ９億����770 万円
資本的支出 13億 8,392 万円

※千円未満四捨五入

■ 

30
年
度
一
般
会
計
予
算
の
特
徴

①�

総
額
は
２
０
５
億
７
６
０
０
万
円
で
、
前
年
度
当
初

比
20
億
９
４
５
万
円
（
８
・
９
％
）
の
減
。
震
災
や

台
風
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
事
業
は
優
先
し
な
が

ら
も
、
市
長
選
挙
を
考
慮
し
た
骨
格
的
な
予
算
編
成
。

重
点
施
策
は
６
月
補
正
で
肉
付
け

②�

歳
入
の
う
ち
、
自
主
財
源
は
54
億
８
０
６
１
万
円
で

５
・
４
％
減
。
依
存
財
源
は
１
５
０
億
９
５
３
９
万

円
で
10
・
１
％
減

③�

歳
出
の
う
ち
、
義
務
的
経
費
は
99
億
３
４
０
２
万
円

で
０
・
３
％
減
。
投
資
的
経
費
は
38
億
２
２
０
万
円

で
32
・
８
％
の
減

一般会計以外も
チェックしています

計そ
の
他

市
債

国
県

交
付
税

そ
の
他

寄
付

繰
入

市
税

計そ
の
他

繰
出
金

補
助
費
等

物
件
費

災
害
復
旧

建
設

公
債
費

人
件
費

扶
助
費

歳入

歳出

205億7,600万円

（性質別）

市税 18.4％

繰入金 1.9％

寄付金 1.0％

その他  5.3％
地方交付税　32.5％

国庫・県支出金　26.2%

市債  9.9％

その他  4.8％

扶助費 19.4％

人
件

費
 15.2％

公
債
費

普
通
建
設
事
業
費

物件費 13.6％

補助費など 12.5％

災
害

復
旧

費
 4

.8
％

繰出金 4.4％その他
 2.7％

13.7％
13.7％

義
務
的
経
費　

48・３％

投資的経費  18.5％

（37億8,999万円）

（3億9,293万円）

（2億400万円）

（10億9,369万円）（66億9,387万円）

（53億8,430万円）

（20億3,006万円）

（9億8,716万円）

（39億8,210万円）

（
31億2,299万

円）

（28億2,893万円）
（28億2,398万円）

（27億9,813万円）
（25億7,908万円）

（
9億

7,
82

2万
円

）

（9億1,068万円）

（5億5,189万円）

自主財源
市で集めた
財源

依存財源
国・県からの収入や
借入金などの財源

投資的経費
社会資本の整備に
要する経費

義務的経費
支出が義務付け
られた経費

市職員の
給与共済費

借入金の
返済

消費的な支出
賃金・旅費・交際費など

他会計へ
繰り出し

借入金

国・県からの
補助金

国からの普通交付税、
特別交付税

市民税・固定資
産税などの税金

広域連合等への負担金や
民間への補助金

● 第19回臨時会議
　�３月29日㈭

被扶助者に
支給される
福祉の経費

依 存 財 源　73.4％

自
主

財
源

　
26.6％

30年度予算は　205億円
市長選挙を考慮した骨格編成　　　重点施策は補正で対応



■　

総
務
関
連

　
　

合
併
か
ら
10
年
経
過
し
た
が
、

今
後
の
普
通
交
付
税
は
毎
年
ど
れ
ぐ

ら
い
減
っ
て
い
く
の
か
。

　
　

平
成
28
～
32
年
度
ま
で
の
５
年

間
で
４
億
５
千
万
円
か
ら
５
億
円
減

と
捉
え
て
い
る
。

　
　

平
成
30
年
度
予
算
は
骨
格
予
算

で
あ
る
が
、
財
政
調
整
基
金
を
繰
り

入
れ
す
る
理
由
と
、
最
近
の
経
（
※
）
常
収

支
比
率
は
。

　
　

市
税
収
入
や
合
併
算
定
替
え
等

で
２
億
２
８
０
０
万
円
の
歳
入
減
と

な
っ
た
が
、
台
風
第
10
号
災
害
な
ど

非
常
事
態
へ
の
対
応
と
し
て
地
方
財

政
法
で
許
容
さ
れ
る
範
囲
で
財
政
調

整
基
金
の
繰
り
入
れ
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
決
算
で
の
経

常
収
支
比
率
は
92
・
４
％
で
あ
る
。

　
　

昨
年
度
は
、
新
規
採
用
合
格
者

が
辞
退
し
た
た
め
４
人
採
用
で
き
な

か
っ
た
が
、
そ
の
後
の
状
況
と
今
年

度
の
新
規
採
用
者
確
保
の
見
通
し
は
。

　
　

昨
年
度
に
採
用
で
き
な
か
っ
た

４
人
と
定
年
退
職
者
７
人
、
計
11
人

の
職
員
採
用
計
画
を
立
て
た
が
、
早

期
退
職
者
が
６
人
程
度
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
新
年
度
も
充
足
で
き
な

い
状
況
で
あ
る
。

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
で
久
慈
市
ら
し

い
返
礼
品
は
。

　
　

平
成
29
年
度
人
気
上
位
の
返
礼

品
は
、
上
位
か
ら
久
慈
産
の
ゆ
で
ダ

コ
、
久
慈
産
の
生
ウ
ニ
、
生
ウ
ニ
と

い
く
ら
セ
ッ
ト
、
焼
き
鳥
も
も
串

セ
ッ
ト
、
久
慈
産
マ
ツ
タ
ケ
と
な
っ

て
い
る
。

　
　

平
成
29
年
度
の
超
過
勤
務
手
当

の
見
込
み
は
。
ま
た
、
台
風
第
10
号

の
対
応
に
２
万
８
千
時
間
の
超
過
勤

務
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
平
常
時
と

の
比
較
や
財
源
の
捻
出
は
。

　
　

超
過
勤
務
手
当
は
給
料
の
４
％

程
度
で
５
７
０
０
万
円
の
見
込
み
。

台
風
対
応
で
の
超
過
勤
務
指
数
は
平

成
21
年
度
を
指
数
１
０
０
に
対
し
て

１
８
３
程
度
。
そ
の
財
源
の
ほ
と
ん

ど
が
一
般
財
源
で
、
交
付
税
措
置
さ

れ
る
も
の
も
あ
る
。

　
　

携
帯
電
話
の
不
感
地
域
解
消
の

取
り
組
み
は
。

　
　

国
・
県
の
調
査
事
業
を
行
い
、

市
内
の
不
感
地
域
の
報
告
を
国
に
行

い
、
国
を
通
じ
て
事
業
者
に
対
し
て

不
感
地
域
解
消
を
依
頼
し
て
い
る
。

平
成
29
年
度
は
、
山
根
地
区
に
２
塔

の
鉄
塔
が
建
て
ら
れ
た
。

　
　

高
齢
者
世
帯
が
多
く
な
っ
て
い

る
の
で
、
移
動
投
票
所
を
開
設
し
た

ら
ど
う
か
。

　
　

島
根
県
の
山
間
部
で
こ
の
よ
う

な
事
例
が
あ
る
。
久
慈
市
の
場
合
は

県
内
で
も
投
票
所
が
多
い
方
で
、
60

カ
所
あ
る
。
移
動
投
票
所
の
開
設
に

つ
い
て
は
検
討
し
た
い
。

■　
福
祉
・
産
業
・
観
光
関
連

　
　

借
家
住
ま
い
の
生
活
保
護
世
帯

に
対
し
て
、
火
災
保
険
料
が
福
祉
費

と
し
て
給
付
対
象
で
あ
る
こ
と
を
周

知
徹
底
す
べ
き
で
は
。

　
　

給
付
状
況
の
実
態
把
握
が
で
き

て
い
な
い
。
定
期
的
に
訪
問
を
し
て

い
る
の
で
周
知
徹
底
し
た
い
。

　
　

サ
ク
ラ
マ
ス
放
流
事
業
の
取
り

組
み
状
況
と
考
え
は
。

　
　

県
で
は
、
サ
ク
ラ
マ
ス
を
水
産

振
興
上
で
も
有
力
な
魚
種
と
考
え
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災

前
は
下
安
家
漁
協
か
ら
稚
魚
を
い
た

だ
き
久
慈
川
に
も
放
流
し
て
お
り
、

有
力
な
魚
種
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

■　
土
木
・
防
災
・
教
育
関
連

　
　

市
民
協
働
道
路
維
持
補
修
事
業

は
５
０
０
万
円
の
予
算
だ
が
、
希
望

多
数
の
場
合
は
補
正
対
応
す
る
の
か
。

　
　

申
請
状
況
を
見
て
検
討
し
た
い
。

　
　

白
岩
小
児
科
―
久
慈
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
間
の
市
道
路
面
が
波
打
っ
て

い
る
。
交
通
量
も
多
く
、
何
ら
か
の

対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

状
況
は
承
知
し
て
い
る
。
舗
装

面
下
の
路
盤
、
路
床
を
調
査
し
、
来

年
度
の
早
い
時
期
に
対
応
し
た
い
。

　
　

消
火
栓
が
錆
び
て
動
か
な
い
こ

と
が
あ
っ
た
が
、
維
持
管
理
方
法
は
。

　
　

地
元
消
防
団
や
消
防
署
で
定
期

的
に
見
回
り
、
作
動
を
確
認
し
、
市

に
報
告
し
て
も
ら
う
。
機
能
不
全
の

消
火
栓
は
修
繕
し
て
い
る
。

　
　

消
火
栓
標
識
が
見
え
な
い
場
所

が
あ
る
が
、
対
策
を
問
う
。

　
　

地
元
消
防
団
以
外
も
出
動
す
る

の
で
、
点
検
し
て
設
置
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
適
宜
対
応
す
る
。

　
　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新
す

る
分
団
は
ど
こ
か
。

　
　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
は
、
18
年

程
度
を
目
安
と
し
て
、
状
況
に
応
じ

て
更
新
し
て
い
る
。
平
成
30
年
度
は

第
２
分
団
の
車
両
を
更
新
し
た
い
。

　
　

二
戸
市
体
育
協
会
で
職
員
の
着

議案Pick up 議案Pick up
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平成30年度
主な事業 予算をチェック

平成30年度

予算特別委員会の中で、民生費や土木費、教育費な
ど、各分野の予算について、質疑が行われました。
ここでは、その内容の一部を紹介します。

服
問
題
が
あ
っ
た
。
不
祥
事
を
踏
ま

え
た
対
応
は
。

　
　

新
聞
報
道
の
当
日
、
市
体
育
協

会
に
注
意
喚
起
し
た
。
総
会
で
も
監

査
等
を
適
正
に
行
っ
て
お
り
、
市
担

当
課
で
も
点
検
し
て
い
る
が
、
今
後

も
十
分
に
管
理
し
て
い
き
た
い
。

　
　

今
回
の
不
祥
事
は
、
入
出
金
を

一
人
で
処
理
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
。

複
数
で
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

全
て
の
指
定
管
理
者
に
対
し
て
、

複
数
対
応
や
厳
重
な
チ
ェ
ッ
ク
を
す

る
よ
う
周
知
徹
底
し
た
い
。

　
　

台
風
第
10
号
の
関
係
で
見
送
っ

て
い
た
文
化
会
館
の
音
響
改
修
工
事

は
予
算
化
さ
れ
た
の
か
。

　
　

当
初
予
算
は
修
繕
費
の
み
。
補

正
予
算
で
要
求
し
た
い
。

　
　

駅
前
複
合
施
設
の
整
備
に
伴
い
、

山
形
図
書
館
の
運
営
や
利
用
は
変
わ

る
の
か
。

　
　

新
年
度
も
現
在
の
職
員
体
制
で

運
営
す
る
。
図
書
購
入
費
は
30
万
円

増
額
。
久
慈
と
山
形
へ
総
合
的
に
振

り
向
け
る
。
ま
た
、
山
形
図
書
館
を

廃
止
す
る
考
え
は
な
い
。
特
色
あ
る

図
書
館
と
し
て
維
持
・
運
営
す
る
。

　
　

新
年
度
の
あ
ま
ち
ゃ
ん
マ
ラ
ソ

ン
大
会
の
実
施
計
画
は
。

　
　

９
月
30
日
に
開
催
決
定
。
前
回

同
様
に
あ
ま
ち
ゃ
ん
街
道
を
走
る

コ
ー
ス
で
、
参
加
者
１
３
０
０
人
以

上
を
目
指
す
。
ま
た
、
誰
で
も
気
軽

に
走
れ
る
よ
う
に
、
２
㌔
で
着
順
・

表
彰
な
し
の
「
フ
ァ
ン
・
ラ
ン
部
門
」

を
新
設
し
た
。

久慈駅前複合施設等の整備

11 億 3,802 万円

答 質答 質 答

答 質答 質質

答答 質答 質

質答質答

侍浜小・侍浜中・三崎中学校
に太陽光発電設備を設置

1 億 7,153 万円

都市計画道路広美町海岸線の整備

1 億 7,162 万円

べっぴん夜市事業費補助金

140 万円

新規

答 質

※�経常収支比率…市が毎年固定的に支払う人件費などの経費を、市税
や地方交付税など毎年続けて入ってくる財源で割った数値。80％を
超えると財政が苦しいと言われています

平成30年度
主な事業



■ 

議
案

　

市
民
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

■ 

概
要

　

山
根
市
民
セ
ン
タ
ー
の
位
置
を
支

所
機
能
と
併
せ
て
旧
山
根
小
中
学
校

に
移
転
し
、
平
成
30
年
４
月
１
日
か

ら
供
用
開
始
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

移
転
に
あ
た
り
、
同
校
閉
校
後
の
利

活
用
に
つ
い
て
、
地
域
と
の
意
見
交

換
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
務
委
員
会
で
の
採
決
の
結
果
、

全
員
異
議
な
く
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

■ 

改
修
の
主
な
内
容

○�

建
築
基
準
法
上
の
用
途
変
更
に
伴

い
、
体
育
館
以
外
の
部
屋
や
廊
下

の
木
壁
を
難
燃
木
材
に
変
更

○�

窓
口
用
と
し
て
玄
関
横
に
靴
の
ま

ま
入
れ
る
待
合
ス
ペ
ー
ス
を
設
置

○�

身
障
者
用
ト
イ
レ
・
駐
車
ス
ペ
ー

ス
・
ス
ロ
ー
プ
な
ど
を
整
備

■ 

委
員
会
で
の
質
疑

　
　

改
修
工
事
に
あ
た
り
、
地
域
の

要
望
は
反
映
さ
せ
た
の
か
。

　
　

今
回
の
改
修
は
、
支
所
・
市
民

セ
ン
タ
ー
の
移
転
に
関
す
る
部
分
の

み
。
そ
の
他
の
部
屋
は
行
わ
な
い
。

　
　

旧
山
根
小
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。

　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
改
修
工
事
の

対
象
外
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

使
用
で
き
る
。

くじ市議会だより　№53９ ８

議案Pick up

旧
山
根
小
中
学
校
に

市
民
セ
ン
タ
ー
移
転

待
合
ス
ペ
ー
ス
、
身
障
者
用
設
備
を
設
置

乗
客
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
る

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は

　
違
法
な
白
タ
ク
行
為

 Ｐｉｃｋ ｕｐ２

 Ｐｉｃｋ ｕｐ３
■ 

請
願
名

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入
に
反
対
し
、

安
全
・
安
心
な
タ
ク
シ
ー
事
業
を
守

る
施
策
推
進
を
求
め
る
請
願　

※
本

会
議
…
賛
成
多
数
で
採
択
。
国
に
意

見
書
を
送
付

■ 

請
願
者

　

生
活
交
通
を
つ
く
る
岩
手
の
会

■ 

請
願（
反
対
）の
内
容

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
、
運
送
法
で
禁

止
さ
れ
て
き
た
、
い
わ
ゆ
る
「
白
タ

ク
」
行
為
を
合
法
化
す
る
も
の
で
あ

り
、
①
普
通
第
二
種
免
許
や
運
行
管

理
者
の
配
置
も
不
要
と
さ
れ
、
利
用

者
の
安
全
・
安
心
が
脅
か
さ
れ
る
②

地
域
の
鉄
道
や
既
存
路
線
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
事
業
、
貨
物
輸
送
を
崩
壊
さ

せ
る
③
事
業
主
体
は
一
切
運
送
に

関
す
る
責
任
を
問
わ
れ
ず
、
ド
ラ
イ

バ
ー
と
利
用
客
間
の
紛
争
解
決
と
な

る
｜�

な
ど
、
多
く
の
問
題
点
が
識

者
か
ら
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

■ 

委
員
会
で
の
質
疑

　
　

国
で
は
「
合
法
で
は
な
い
」
と

言
っ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
導
入
反
対

の
請
願
を
す
る
の
か
。

　
　

国
に
認
可
を
働
き
か
け
て
い
る

団
体
が
あ
る
こ
と
と
、
海
外
企
業
が

地
方
の
公
共
交
通
空
白
地
域
に
入
っ

て
く
る
危
機
感
か
ら
で
あ
る
。

　
　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
、
合
法
的
な

自
家
用
運
送
と
ど
こ
が
違
う
の
か
。

　
　

違
法
な
白
タ
ク
行
為
で
あ
る
。

利用者の安心・安全が脅かされ
るライドシェア

質答質答

質答質答

旧山根小中学校に移転した山根市民
センター

議会
改革

議
会
か
ら
の
政
策
づ
く
り

各
常
任
委
員
会
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す

■�

市
民
の
声
か
ら
課
題
設
定

　

こ
れ
ま
で
に
市
民
か
ら
い
た
だ
い

た
意
見
に
あ
っ
た
個
人
の
問
題
意
識

を
、
議
会
全
体
の
問
題
意
識
と
し
て

共
有
で
き
る
も
の
を
議
員
同
士
の
話

し
合
い
を
通
じ
て
、
委
員
会
ご
と
に

政
策
課
題
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

政
策
課
題
に
関
係
す
る
政
策
・
施

策
・
事
業
に
つ
い
て
、
総
合
計
画
を

軸
に
現
状
把
握
を
行
い
、
議
員
同
士

の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
設
定
課
題
に

対
す
る
論
点
を
導
き
出
し
ま
し
た
。

■�

委
員
連
携
に
よ
る
一
般
質
問

　

第
17
回
定
例
会
議
中
、
総
務
・
教

育
民
生
の
両
委
員
会
で
は
、
各
委
員

会
で
掲
げ
た
政
策
課
題
の
論
点
に
つ

い
て
、
委
員
間
で
連
携
し
な
が
ら
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

○
総
務
委
員
会
（
６
人
が
質
問
）

・�

市
民
セ
ン
タ
ー
移
行
後
の
取
り
組

み
状
況
に
つ
い
て

・�

重
点
施
策
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
に
向
け
た

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

・�

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
事
業
に

つ
い
て

○
教
育
民
生
委
員
会（
２
人
が
質
問
）

・�

第
２
子
以
降
の
出
産
子
育
て
が
し

３月20日に開催した議員全員協議会。委
員会ごとのテーブルに分かれ、委員連携
による一般質問を振り返りました

や
す
い
条
件
整
備
に
向
け
た
取
り

組
み
状
況
に
つ
い
て

・�

重
点
戦
略
「
出
愛
い
と
地
元
愛
の

育
み
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
け
る

共
生
型
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空

間
の
創
造
に
向
け
た
取
り
組
み
状

況
に
つ
い
て

■�

今
後
の
取
り
組
み

　

３
月
20
日
、
議
員
全
員
協
議
会
を

開
催
。
青
森
中
央
学
院
大
学
の
佐
藤

淳
准
教
授
を
講
師
に
、
委
員
連
携
に

よ
る
一
般
質
問
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
各
委
員
会
で
導
き
出
し

た
論
点
を
基
に
、
先
進
地
視
察
や
住

民
と
の
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
、
10

月
を
目
途
に
市
当
局
に
対
し
て
政
策

提
言
を
行
う
予
定
で
す
。

各委員会で掲げた政策課題

　町内会活動をはじめとする地域づくり活動は、
役員や活動従事者の高齢化・固定化していること
から、次の世代を新たに参加させて、活動の維持
継続や見直し、活性化を図ることが課題である。

　核家族・共働き世帯の増加、女性の就労時間の増
加に対し、働く女性の家事・育児時間は変わって
いないため、周囲のサポートを受ける機会が減り、
母親の育児不安感が増え、少子化が進む懸念があ
ることから、環境の改善が課題である。

駅前市街地の多世代による
日常的な賑

に ぎ

わいづくり
　駅前市街地の利用頻度週１回以下の市民が約６
割。駅前複合施設や駅前空間について、観光客や
駅利用者だけでなく、生活者のライフスタイルに
合った日常的な利用によるにぎわいが課題である。

産業建設
委 員 会

　

市
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
員
個
々
の
活
動
を
通
じ

た
一
般
質
問
や
議
案
質
疑
に
加
え
、
議
会
全
体
と
し
て
行

政
課
題
の
解
決
策
の
提
案
に
向
け
た
取
り
組
み
を
昨
年
９

月
か
ら
開
始
。
常
任
委
員
会
ご
と
に
政
策
課
題
を
掲
げ
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
政
策
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

教育民生
委 員 会

子どもを安心して
産み育てやすい環境づくり

総　 務
委 員 会

世代間交流による
活力ある地域社会づくり



一般質問ここが
　聞きたい ！

議員のつぶ

や
き

民泊先の食物アレルギー対策は

その他の
質問項目

▶農業振興地域における耕作放棄地の状況
▶上長内地区の雨水排水対策　ほか

宿泊者のアレルギー情報
を提供し共有する

市長 …�

くじ市議会だより　№53

市が取り組む事業や施策の内容について、
議員が質問しました。ここでは皆さんの
生活に関係する内容を中心に紹介します。
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岩
い わ き

城�元
げ ん

新政会
　
　

当
市
で
は
、
教
育
旅
行
を
推
進
し
成
果
を

上
げ
て
い
る
が
、
宿
泊
先
の
民
家
に
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
の
情
報
提
供
や
、
研
修
を
行
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
市
内
飲
食
店
で
の
食
品
表

示
の
現
状
と
今
後
の
方
針
は
。

　
　

農
林
漁
家
民
泊
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
は
、
学
校
か
ら
生
徒
の
ア
レ
ル
ギ
ー

情
報
の
提
供
を
受
け
、
各
民
泊
家
庭
に
情
報
提

供
し
て
い
る
。
ま
た
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
、
正
し
い
知
識
の
習
得
を
図
っ

た
。
な
お
、
動
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
等
も
行
い
、

万
全
を
期
し
た
受
け
入
れ
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

次
に
、
市
内
飲
食
店
で
の
食
品
表
示
は
、
経
営

者
の
任
意
に
よ
る
。

　
　

高
齢
者
の
健
康
維
持
、
介
護
予
防
で
取
り

組
ん
で
い
る
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
を
行
っ

て
い
る
団
体
数
と
参
加
人
数
は
。

　
　

市
内
全
地
域
で
52
団
体
８
５
０
人
が
継
続

的
に
実
践
し
て
い
る
。
ま
た
、
体
操
以
外
に
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
え
合
い
活
動
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
普
及
啓
発
に
努
め
る
。

市内の各地域で継続的に取り組まれ
ている「いきいき百歳体操」

質答質

　医療費窓口無料化を小学生まで拡大を

小
お の で ら

野寺�勝
か つ や

也
日本共産党久慈市議団

県内で統一して実施する
場合は対応していく

市長 …�

　
　

県
は
、
小
学
生
ま
で
の
医
療
費
窓
口
無
料

化
に
つ
い
て
、
市
町
村
と
協
議
し
検
討
し
た
い

と
言
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
も
積
極
的
に
協
議

に
の
ぞ
み
、
早
期
実
現
を
図
る
べ
き
と
思
う
が
。

　
　

就
学
前
ま
で
は
平
成
28
年
８
月
か
ら
窓
口

無
料
化
を
実
施
し
て
い
る
。
小
学
生
ま
で
の
拡

大
は
、
県
内
で
統
一
し
て
実
施
す
る
場
合
は
対

応
す
る
方
向
で
検
討
を
進
め
る
。

　
　

災
害
公
営
住
宅
法
で
は
、
入
居
後
３
年
経

過
し
収
入
が
基
準
額
を
超
え
る
と
家
賃
が
高
く

な
る
。
市
内
で
も
５
万
円
も
高
く
な
る
と
い
う

例
も
聞
く
。
減
額
を
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
。

　
　

県
や
他
市
町
村
の
対
応
を
注
視
す
る
と
と

も
に
、
市
営
住
宅
と
の
整
合
性
、
公
平
性
が
保

た
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

　
　

大
雨
の
浸
水
対
策
と
な
る
雨
水
ポ
ン
プ
場

の
整
備
見
通
し
は
。

　
　

早
期
整
備
15
カ
所
の
内
５
カ
所
が
完
成
。

残
る
10
カ
所
は
栄
町
・
田
屋
・
川
崎
町
西
・
田

高
・
本
町
・
荒
町
・
十
八
日
町
・
広
美
町
・
下

長
内
・
浄
化
セ
ン
タ
ー
脇
で
あ
る
。

医療費の無料化が待たれる小学生たち

質答質答質

答

答

政府はもっと地方の
ことを忖度（そんたく）
してくれないかな～

議
員

のつぶやき

食物アレルギーの人も
食べることは大好き
なんだよな～

その他の
質問項目

▶介護保険制度の給付制限の廃止を
▶定住促進住宅の整備を　ほか

代
表
質
問

代
表
質
問

ぎかいNEWS

議員全員が出席する
委員会、会議など

会 

議 

回 

数 

豊
巻　

直
子

岩
城　
　

元

小
倉　

利
之

黒
沼　

繁
樹

山
田　
　

光

上
山　

昭
彦

泉
川　

博
明

澤
里　

富
雄

二
子　

賢
一

下
川
原
光
昭

桑
田　

鉄
男

畑
中　

勇
吉

佐
々
木
栄
幸

砂
川　

利
男

中
平　

浩
志

小
野
寺
勝
也

城
内　

仲
悦

山
口　

健
一

八
重
櫻
友
夫

下
舘　

祥
二

髙
屋
敷
英
則

宮
澤　

憲
司

大
沢　

俊
光

濱
欠　

明
宏

定例会議、臨時会議 20 20 20 19 20 20 20 20 20 20 19 20 20 20 20 20 20 19 20 20 16 20 20 20 20
議会運営委員会�（前期）　※ 10 10 - - - - - 9 10 - ８ ９ - 10 - 10 - ９ ９ - - 10 - - ８
議会運営委員会�（後期）　※ 10 10 - - - - 10 - 10 - 10 10 - - ９ 10 - ９ 10 - - ９ - - 10
総務委員会（前期） ２ - - - - - - 2 - - ２ - 2 2 - 2 2 - - - 0 - - 2 -
教育民生委員会（前期） １ 1 1 1 - - - - 1 - - - - - 1 - - - 1 1 - - - - 1
産業建設委員会（前期） １ - - - １ １ １ - - １ - １ - - - - - １ - - - １ １ - -
総務委員会（後期） ４ ４ - ４ ４ - - - ４ - ４ - - - ４ - - ４ - ４ - - - - -
教育民生委員会（後期） ５ - - - - 4 5 - - 5 - - 5 5 - 5 5 - - - 3 - - - -
産業建設委員会（後期） ５ - ５ - - - - ５ - - - ５ - - - - - - ５ - - ５ ３ ５ ３
決算特別委員会 ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ - １ ３ ３ ３ ３ ３ ２ - ３
予算特別委員会 ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ - ３ ２ ３ ２ ３ ３ ３ ３ ３
議会改革推進会議 ４ 4 - - - - 4 - 3 - - 4 - - - 4 4 - 4 - - 3 - - 3
広聴広報会議 21 21 20 18 20 - 20 - - 19 - - 21 19 - - 19 - 18 - - - - - -
議員全員協議会 13 12 13 12 13 11 13 12 10 12 12 12 12 13 11 13 11 13 10 12 4 12 3 12 12
議員派遣 ４ 4 3 4 4 4 3 4 4 4 4 4 4 4 4 1 2 4 4 4 2 3 0 3 1

総会議回数 93 70 69 69 49 84 60 72 70 69 73 71 81 58 68 75 68 94 48 50 73 49 47 73
総出席回数 92 68 64 68 46 82 58 68 67 65 71 70 79 55 65 67 64 87 47 30 69 32 45 65
欠席回数 1 2 5 1 3 2 2 4 3 4 2 1 2 3 3 8 4 7 1 20 4 17 2 8

議員の出欠状況
※
…�

豊
巻
議
員
は
傍
聴
出
席　
　
「
－
」
は
委
員
・
担
当
外

平成 29 年度中に久慈市議会の公務として出席
した会議などへの出欠状況をお知らせします。

公 表
します

その他、久慈広域連合議会、岩手県後期高齢者医療広域連合
議会、久慈市監査委員の諸会議等にも議員が出席しています。
出欠状況は各事務局にお問い合わせください。

議席番号　
議 員 名　

　議案等名　

審
議
結
果

反
対：

賛
成

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
豊
巻　

直
子

岩
城　
　

元

小
倉　

利
之

黒
沼　

繁
樹

山
田　
　

光

上
山　

昭
彦

泉
川　

博
明

澤
里　

富
雄

二
子　

賢
一

下
川
原
光
昭

桑
田　

鉄
男

畑
中　

勇
吉

佐
々
木
栄
幸

砂
川　

利
男

中
平　

浩
志

小
野
寺
勝
也

城
内　

仲
悦

山
口　

健
一

八
重
櫻
友
夫

下
舘　

祥
二

髙
屋
敷
英
則

宮
澤　

憲
司

大
沢　

俊
光

濱
欠　

明
宏

平成30年度久慈市国民健康保
険特別会計予算

賛成
多数

20:2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ● ● ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

平成30年度久慈市後期高齢者
医療特別会計予算

賛成
多数

20:2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ● ● ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

行政手続における特定の個人
を識別するための番号の利用
等に関する条例の一部を改正
する条例

賛成
多数

20:2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ● ● ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

ライドシェアの導入に反対し、
安全・安心なタクシー事業を
守る施策推進を求める請願

賛成
多数

21:1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

平成30年度久慈市国民健康保
険特別会計補正予算

賛成
多数

20:1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ● 欠 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

市税条例の一部を改正する条
例

賛成
多数

20:1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ● 欠 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

国民健康保険条例の一部を改
正する条例

賛成
多数

20:1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ● 欠 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

賛否の公表 ※○…賛成　　●…反対　　欠…欠席
　議長（中平浩志）は採決に加わりません

採決で賛否が分かれた案件の採決結果です。
これ以外の案件などは全会一致で可決されています。



「たわみ性防護柵」設置要望の考えは
三陸沿岸道路の全路線
設置を要望したい

市長 …�

その他の
質問項目

▶大学卒業生の地元就職環境整備の取り組み
▶総合防災公園の平常時の活用　ほか

稲村団地内堤防のり面対策工事は

その他の
質問項目

▶長内橋交差点への右折レーン設置
▶総合運動公園の整備見通し　ほか

抜本的調査後、30年度以
降本格工事に

市長 …�

介護予防に温水プール活用の考えは

その他の
質問項目

▶べっぴんの湯バリアフリー化の状況
▶外来船誘致に向けたハード整備　ほか

今後、参加見込みを調査、
検討したい

市長 …�

佐
さ さ き

々木�栄
え い こ う

幸
政和会

　
　

稲
村
団
地
内
で
の
堤
防
の
り
面
の
陥
没
に

つ
い
て
、
対
策
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

堤
防
漏
水
調
査
と
物
理
探
査
調
査
の
後
に

工
事
費
を
確
定
し
、
30
年
度
以
降
に
実
施
す
る
。

　
　

消
防
屯
所
の
管
理
体
制
に
つ
い
て
旧
市
村

で
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
問
う
。

　
　

旧
山
形
村
と
扱
い
が
違
う
の
は
大
き
な
課

題
で
、
早
急
に
一
本
化
さ
れ
る
よ
う
市
と
し
て

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
検
討
を
終
え
た
い
。

　
　

市
道
上
長
内
日
吉
線
の
歩
道
設
置
工
事
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　
　

進
捗
率
は
81
・
５
㌫
。
今
年
度
は
日
吉
町

側
の
延
長
１
３
５
㍍
整
備
を
予
定
。
ま
た
、
小

久
慈
小
に
向
か
う
日
吉
町
宇
部
線
の
橋
の
た
も

と
の
整
備
と
並
行
し
な
が
ら
用
地
の
問
題
な
ど

の
解
決
・
整
備
に
向
け
て
努
め
て
い
る
。

　
　

田
高
地
区
の
雨
水
排
水
路
及
び
ポ
ン
プ
整

備
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　
　

雨
水
排
水
路
工
事
は
年
度
内
に
発
注
し
、

完
成
は
来
年
度
。
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
は
、
排

水
路
整
備
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
整
備
す
る
。

稲村団地の堤防のり面。堤防下からの
漏水に備え、緊急用の砂をブルーシー
トで覆っています

質答質答

くじ市議会だより　№5313 12

質答 二
ふ た ご

子�賢
け ん い ち

一
創政・公明クラブ

　
　

温
水
プ
ー
ル
で
の
運
動
が
健
康
増
進
に
効

果
的
と
い
わ
れ
る
が
、
介
護
予
防
に
取
り
入
れ

る
考
え
は
。

　
　

水
中
で
の
運
動
は
、
体
に
対
す
る
負
担
が

少
な
く
、
血
液
循
環
、
心
肺
機
能
向
上
等
の
効

果
が
期
待
さ
れ
る
。
今
後
、
実
際
に
プ
ー
ル
を

使
っ
て
ど
れ
く
ら
い
の
人
が
事
業
に
参
加
す
る

の
か
調
査
、
検
討
し
た
い
。

　
　
「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」
の
取
り
組
み

状
況
を
問
う
。

　
　

担
い
手
対
策
、
水
産
業
の
振
興
、
漁
港
の

あ
り
方
な
ど
を
地
区
で
説
明
し
、
意
見
交
換
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
地
域
の
声
を
吸
い

上
げ
、
漁
協
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

　
　

市
道
平
沢
工
業
団
地
線
の
歩
道
に
雑
草
や

雑
木
が
生
い
茂
り
、
歩
行
や
通
行
を
妨
げ
て
い

る
。
現
状
認
識
と
対
策
を
問
う
。

　
　

草
刈
り
は
年
１
回
。
整
備
後
20
年
以
上
が

経
ち
、
の
り
面
の
木
も
大
き
く
な
っ
て
危
険
な

状
態
に
な
っ
て
い
る
。
通
行
者
に
事
故
が
な
い

よ
う
パ
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
維
持
に
努
め
た
い
。

健康づくりに加え、介護予防への利
用も期待できる温水プール

質答質答

畑
は た な か

中�勇
ゆ う き ち

吉
市民共同

　
　

三
陸
沿
岸
道
路
の
中
央
分
離
帯
に
「
た
わ

み
性
防
護
柵
」
設
置
要
望
の
考
え
は
。

　
　

提
案
の
防
護
柵
は
、
車
の
衝
撃
を
変
形
に

よ
っ
て
吸
収
す
る
高
性
能
の
防
護
柵
と
伺
っ
て

い
る
。
全
路
線
設
置
に
向
け
て
要
望
し
た
い
。

　
　

久
慈
川
の
洪
水
対
策
と
し
て
、
流
木
補
捉

工
設
置
を
県
に
重
点
事
項
要
望
す
べ
き
だ
が
。

　
　

台
風
10
号
に
お
い
て
、
大
量
の
流
木
が
越

水
の
原
因
と
な
っ
た
。
補
捉
工
を
含
む
流
木
対

策
を
重
点
事
項
と
し
て
要
望
し
た
い
。

　
　

千
島
海
溝
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
級
の
巨

大
地
震
が
切
迫
し
て
い
る
と
聞
く
が
、
当
市
に

お
け
る
津
波
等
の
予
想
規
模
や
対
策
は
。

　
　

超
巨
大
地
震
が
30
年
以
内
に
起
こ
る
確
率

が
80
㌫
で
あ
り
、
津
波
の
程
度
な
ど
国
に
情
報

提
供
を
求
め
し
っ
か
り
備
え
た
い
。

　
　

野
田
村
在
住
の
漁
師
彫
作
家
、
深
渡
栄
一

氏
の
「
木
の
魚
美
術
館
」
と
の
観
光
連
携
は
。

　
　

世
界
で
も
あ
ま
り
例
が
な
い
魚
専
門
の
木

彫
師
の
美
術
館
が
完
成
す
る
と
聞
く
。
施
設
を

観
さ
せ
て
い
た
だ
き
連
携
を
探
り
た
い
。

階上町にある中央分離帯。久慈道路も
同様の視線誘導標が設置されています

質答質答質答

議員のつぶ

や
き久慈道路の視線誘導

標では、中央分離帯
　の役割は果たせな

　いよなー

議
員

のつぶやき

４月は新入学・
新入社のシーズン。
出会いを大切に…

議
員

のつぶやき

「蟻
あり

の穴から
堤も崩れる」という
ことわざがあるんだ
けどな～

代
表
質
問

代
表
質
問

代
表
質
問

個人質問

一般質問ここが
　聞きたい ！

生活保護費減額により就学援助費も減額か

豊
とよまき

巻�直
な お こ

子
社会民主党

教育長 …�就学援助費は生活保護費と連動しない
　
　

来
年
度
か
ら
生
活
保
護
費
が

減
額
さ
れ
る
と
い
う
報
道
が
あ
っ

た
が
、
生
活
が
苦
し
い
保
護
者
に

支
給
さ
れ
る
小
中
学
校
の
就
学
援

助
費
も
減
額
さ
れ
る
の
か
。

　
　

就
学
援
助
費
の
額
は
、
文
部

科
学
省
が
実
施
す
る
要
保
護
児
童

生
徒
援
助
費
補
助
金
の
単
価
を
参

考
に
、
市
教
育
委
員
会
で
定
め
て

い
る
も
の
で
あ
り
、
生
活
保
護
費

に
連
動
し
て
削
減
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。

　
　

平
成
30
年
度
の
生
徒
会
費
と

ク
ラ
ブ
活
動
費
は
、
就
学
援
助
費

の
対
象
と
な
る
か
。

　
　

当
初
予
算
に
は
計
上
し
て
い

な
い
が
、
今
後
、
費
目
の
追
加
に

向
け
て
検
討
す
る
。

就学援助制度…小中学生の文
房具や教材、給食などの費用
を援助してくれる制度です

質答 質 答

議員のつぶ

や
きライドシェア

反対の意見書、採択
されてよかった。

質答質答

質答



　　北限の海女と東北唯一の闘牛の２つは、世界
遺産に相当すると思う。政権与党では、闘牛は早
急に県指定にし、北限の海女は伊勢と連携するこ
とで世界遺産登録の整備が必要であるというが、
当市の考えを問う。
　　自治体間の競争も激しいが、最重要な課題と
して取り組む。

14

　　平成31年度に着工予定の県道野田長内線の
り面崩落箇所に、通学等の安全対策としてカーブ
ミラーを設置すべきと思うがどうか。
　　現在は、きついカーブを改良して見通しも良
くなったが、指摘箇所の本復旧に先立ってカーブ
ミラー設置などの安全対策が先行するように県と
相談したい。

のり面崩落箇所の安全対策を

質

答

　　土地評価額は、土地評価基準に従って決定さ
れていると考えるが、大川目町にある雑種地・園
地の現状と土地評価が適当でないと判断された場
合、元の評価に戻すべきと考えるがどうか。
　　固定資産の評価は、固定資産評価基準に基づ
き行っている。質問の土地についても、現地調査
等を実施し、現況に基づき評価したものである。

土地評価基準の考え方は

質

答

　　駅前再開発の市民アンケートでは、回答した
3,118人中約２千人が駅前ビルを撤去し駅前広場
にしてほしいという結果だった。複合施設の完成
時期等を考慮し、平成30年度末としている計画
期間や目標数値等の変更が必要と思うがどうか。
　　今後、国・県等と協議して、期間的なものを
変更していかなければならない。

質

答

駅前再開発の期間などの変更は

日本共産党久慈市議団　城
じょうない

内 仲
ちゅうえつ

悦
　　整備計画のある雨水ポンプ場25カ所のうち、
事業認可された15カ所中５カ所が完成したが、
認可外10カ所の整備時期の見通しを問う。
　　雨水ポンプ場の整備費は、規模の大小もある
が１カ所に３億～６億円かかる。浸水履歴や被害
状況を考えながら優先順位も検討し、早期に排水
対策を全域で取り組めるよう努力したい。

雨水ポンプ場の整備時期は

質

答

　　宇部中学校が統合する場合の対象校はどこか。
また、平成30年度に統合を決定した場合、統合
時期と登下校の手段はどのようになるのか。
　　統合先として一番近い学校は長内中学校だが、
具体的に決定していない。統合時期は、平成30
～34年度までの間に進めるが準備期間も考慮す
る。通学手段は、市が責任を持って確保する。

宇部中学校の統合時期は

くじ市議会だより　№5315

　　県から建築基準法違反の指摘を受けている山
車小屋の、改善に向けた取り組み状況を問う。
　　指摘を受けた各組では、建築士会等の協力を
得ながら専門的な観点から調査・検討を行ってお
り、２月中に報告を受けることとしている。各組
で抱える問題が違うことから、調整が必要な部分
には市がつなぎ役として入っていきたい。

質

答

創政・公明クラブ　桑
く わ た

田 鉄
て つ お

男

山車小屋の改善について

答

質　　八戸・久慈自動車道の開通や広域道の駅整備
に向けたＰＲに、デコトラ展示会等を検討しては。
　　自動車道の開通で物流が大きく変わり、ト
ラックが中心となることから、トラック協会を通
じて700社にアンケート調査を実施。デコトラ集
会は八戸市で開催し、多数の参加者と聞く。機会
を捉えたＰＲも必要であり、業務の参考としたい。

デコトラ展示会等を検討しては

質

答

　　計画地は、交通アクセス動線計画の評価が高
かったが、国道45号・県道７号・三陸沿岸道路
とのアクセスや、市道の改修計画を示せ。
　　市道上長内長内橋線を経由するアクセスルー
トに幅員が狭い区間がある。市道の改修には多額
の財源を要することから、運動公園供用開始後の
交通量などの実態に応じて必要な検討を行う。

総合運動公園への道路整備は

質

答

　　久慈広域で整備する道の駅の進捗状況を問う。
　　平成29年度は、基本計画の素案を、ＰＦＩ（民
間資金とノウハウを活用、連携した整備運営）の
導入も含めて検討している。その具体的な事業費
の総額までは積算していないが、負担割合につい
ては、久慈市が８割、残りの３町村が２割という
ことで、４首長間で合意している。

広域道の駅整備の進捗状況は

質
答

　　「久慈地域エネルギー株式会社」が発足した
が、事業開始の見通しと事業内容は。
　　平成30年２月中に事業開始し、電気や熱エ
ネルギーの販売・発電・効率化事業、エネルギー
関連製品やソフトの製造・輸出入・販売・調査・
コンサルティングなど、エネルギー関連事業を行
う。当面は、業務用高圧電力の販売を行う。

質

答

　　広美町海岸線が開通すれば、交通量が大幅に
増加すると思う。そこで、国道281号との交差点
に信号を設置すべきと思うが考えは。
　　広美町海岸線が開通すれば、交通の流れがシ
フトすると予想している。公安委員会から、車の
流れや交通量等を勘案して再検討すると伺ってお
り、再度要望を重ねていきたい。　

新電力会社の事業内容は

質

答

質

答

各会派の関連質問 各会派の代表議員による質問に関連した内容を、
同じ会派の議員が深く掘り下げて質問しました。

政和会　黒
くろぬま

沼 繁
し げ き

樹

広美町海岸線交差点に信号を

海女と闘牛の無形文化財指定を

　　台風第10号災害の補助制度、地域なりわい
再生緊急対策事業の特徴などを分かりやすく示せ。
　　被災した事業者などを対象に、復旧に要する
経費の２分の１以内を県と市で補助する制度。限
度額は200万円で、大規模な事業所に対しては
2,000万円が上限。時間はかかったが、全国初の
補助制度を立ち上げることができた。

台風災害の補助制度を示せ

質

答

　　巽山公園を三船十段記念公園に名称変更する
考えはないか問う。
　　以前、公園には三船記念館道場があった。愛
称などの形も含め、市民の皆さんから同意をいた
だく必要もあることから、古い歴史ある巽山公園
の変更は今後の検討課題としたいが、三船先生の
名前は観光上・情操教育上も良いと感じている。

質

答

巽山公園の名称変更を

一般質問ここが
　聞きたい ！

新政会　山
や ま だ

田 光
ひかる

新政会　澤
さわさと

里 富
と み お

雄 新政会　泉
いずみかわ

川 博
ひろあき

明

新政会　上
かみやま

山 昭
あきひこ

彦

創政・公明クラブ　下
し も か わ ら

川原 光
みつあき

昭

市民共同　小
お ぐ ら

倉 利
としゆき

之

創政・公明クラブ　山
やまぐち

口 健
けんいち

一

市民共同　髙
た か や し き

屋敷 英
ひでのり

則

政和会　砂
すながわ

川 利
と し お

男

政和会　濱
はまかけ

欠 明
あきひろ

宏 政和会　大
おおさわ

沢 俊
しゅんこう

光
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　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　http://www.city.kuji.iwate.jp/gikai/

　小国小学校の閉校式。児童の「お別れの言
葉」に続いて校旗が返納されると、チョウが
舞い込み、児童の周りをひらひら。学校への
感謝と142年の歴史に幕を下ろす寂しさを、
児童と一緒に感じているようでした。（上山）

小国小 142年の「感謝」で閉校

久慈市の子どもたちが将来の夢を語るコーナーです。自薦・
他薦も大歓迎。たくさんの申し込みをお待ちしています。

　市議会の定例会議は誰でも傍聴できます。事
前の申し込みは不要。市役所庁舎南側の議会棟
入口正面の階段から傍聴席にお入りください。

一般質問

本会議

常任委員会 本会議

■ 議会の見学もどうぞ
会議の招集日以外は議会内を見学
できます。事前にお問い合わせく
ださい。問��議会事務局�☎52-2188

次の定例会議は６月７日招集予定

材
が員

議
取

！

亀
か め

田
だ

�純
じゅんぺい

平�くん
（久慈小学校６年）

周りをしっかり見てくれる先生

長
な が お か

岡�李
も も

奈
な

�さん
（平山小学校６年）

お客様を笑顔にできる美容師

く
じ
市
議
会
だ
よ
り

№53

わたしの未来

議会を傍聴しませんか

　２月定例会議での新年度の予算審議は、諸般の事情により骨格予算となりましたが、災害復旧や議会からの政策

　広聴広報会議
　委員��畑中 勇吉

編集後記

提言を少しでも前進させたいという議員の思い入れが伝わる内容だったのでは・・・。

第18回定例会議、第19回臨時会議の傍聴者は46人でした。
※　招集日の午前・午後で集計

常任
委員会

　僕は小学校の先生になりた
いです。得意な教科は算数。
サッカーと読書も大好きで、
現在はファンタジー小説「獣
の奏者」を読んでいます。
　先生になったら、大事なポ
イントを分かりやすく教えて
あげたい。運動も勉強も頑
張って、糸坪先生のように周
りをしっかり見てくれる先生
になりたいです。

　私の夢は美容師です。普段
から細かい作業や絵を描くの
が大好きなのと、初めて美容
室に行った時、とても丁寧で
きれいにカットしてもらって
うれしかったからです。
　美容師になれたら、お客さ
まに笑顔で喜んでもらえるお
店にしたい。そして、大好き
なお母さんやお姉ちゃんの髪
をカットしてあげたいです。
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